
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
の
翌

日
（
10
月
28
日
）
、
島
﨑
会
長
以

下
７
名
で
先
進
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
視
察
先
は
福
島
高
度
集
成

材
製
造
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
の
施
設

を
管
理
運
営
す
る
株
式
会
社
ウ
ッ

ド
コ
ア
（
本
社
・
浪
江
町
）
様
に

ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
震
災
復
興
事
業

の
一
環
と
し
て
、
原
木
加
工
か
ら

集
成
材
ま
で
を
一
貫
生
産
で
き
る

国
内
最
大
規
模
の
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
原
木
置
き
場
か
ら
製

材
機
、
大
型
乾
燥
機
を
見
た
後
、

①
「
ラ
ミ
ナ
選
別
ラ
イ
ン
」
（
強

度
・
材
面
選
別
）
、
②
「
フ
ィ
ン

ガ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ン
」
（
縦

継
ぎ
接
着
）
、
③
「
ラ
ミ
ナ
仕
上

げ
多
段
コ
ン
ベ
ア
ラ
イ
ン
」
（
ラ

ミ
ナ
仕
組
み
）
、
④
「
高
周
波
プ

レ
ス
ラ
イ
ン
」
（
積
層
接
着
）
、

⑤
「
製
品
仕
上
げ
ラ
イ

ン
」
（
定
寸
カ
ッ
ト
、

四
面
削
り
）
、
⑥
「
メ

ガ
プ
レ
ス
」
（
二
次
接

着
プ
レ
ス
）
、
⑦
「
製

品
仕
上
げ
、
組
み
立
て

ヤ
ー
ド
」
、
⑧
「
Ｃ
Ｎ

Ｃ
加
工
機
ウ
ル
ト
ラ
」

（
部
材
の
プ
レ
カ
ッ
ト
）

な
ど
最
先
端
の
集
成
材

製
造
工
場
を
見
学
し
ま

し
た
。

非
住
宅
の
木
造
建
築
が
注
目
さ

れ
る
中
、
中
大
断
面
集
成
材
の
量

産
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
感
じ
る

大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し

た
。

笠
井
木
材
株
式
会
社
は
、
昭
和

46
（
１
９
７
１
）
年
の
創
業
以
来
、

五
十
余
年
に
渡
り
、
地
元
で
あ
る

埼
玉
県
春
日
部
市
に
根
を
生
や
し

て
き
た
会
社
で
す
。
そ
の
事
業
は

文
字
通
り
木
材
を
柱
と
し
て
、
様
々

に
広
が
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

基
本
事
業
で
あ
る
『
木
材
・
住

宅
機
器
の
販
売
』
は
、
創
業
50
年

の
歴
史
が
積
み
重
ね
て
き
た
経
験

と
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
熟
練

の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
。

現
在
の
主
要
事
業
で
あ
る
「
一

戸
建
て
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
」
に
お
い
て
は
、
柔
ら
か
な
手

触
り
と
温
も
り
に
溢
れ
た
木
材
が

醸
し
出
す
“
安
ら
ぎ
と
伝
統
”
と
、

使
い
や
す
さ
と
居
心
地
の
良
さ
に

加
え
て
、
安
全
性
を
重
ん
じ
た

“
現
代
性
”
と
い
う
、
双
極
に
あ

る
二
点
を
融
合
さ
せ
た
「
理
想
の

家
」
づ
く
り
を
、
お
客
様
と
徹
底

的
に
話
す
こ
と
で
叶
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

賃
貸
住
宅
を
趣
向
と
す
る
お
客

様
た
ち
の
「
一
度
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
住
ん
で
み
た
い
」
を
実
現
す

る
、
美
し
い
『
木
造
賃
貸
集
合
住

宅
の
建
築
』
や
、
伝
統
技
術
を
つ

な
ぐ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
手
に
よ
る
、

「
伝
統
の
美
し
さ
を
維

持
す
る
」
「
天
災
に
負

け
な
い
安
全
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
」
を
両
立
さ

せ
る
『
社
寺
仏
閣
の
建

築
・
修
繕
』
、
そ
し
て
、

最
新
の
建
築
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
『
倉
庫
な
ど
の
鉄
骨

作
り
の
シ
ス
テ
ム
構
築
』
・
・
・
。

常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
つ
め
、

新
し
い
も
の
を
次
々
に
取
り
入
れ

る
こ
と
と
伝
統
を
守
る
こ
と
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
、
前
進
を
続
け
て

き
た
会
社
で
す
。

そ
ん
な
笠
井
木
材
が
お
客
様
と

社
会
に
向
け
掲
げ
て
い
る
『
四
つ

の
約
束
』
が
あ
り
ま
す
。

・
高
い
倫
理
基
準
を
抱
き
な
が
ら

仕
事
を
す
る

・
役
立
つ
仕
事
は
す
べ

て
、
価
値
あ
る
も
の

と
認
識
す
る

・
常
に
「
高
潔
さ
」
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り

組
む

・
次
世
代
の
キ
ャ
リ
ア

目
標
を
支
援
・
指
導

す
る

社
員
一
同
が
常
に
こ

の
約
束
を
念
頭
に
お
き

な
が
ら
、
お
客
様
と
、

社
会
と
向
き
合
う
こ
と

が
、
笠
井
木
材
と
い
う

会
社
の
社
是
。
そ
れ
を
守
り
な
が

ら
、
常
に
お
客
様
と
対
話
を
重
ね
、

一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
『
お
客
様

が
住
ま
う
・
仕
事
を
す
る
場
所
』

と
し
て
最
も
心
地
よ
い
場
所
を
提

供
す
る
こ
と
こ
そ
が
目
標
で
す
。

「
人
・
家
・
街
の
し
あ
わ
せ
を

作
る
会
社
」
。
そ
の
コ
ピ
ー
に
嘘

が
な
い
仕
事
を
、
今
日
も
、
こ
れ

か
ら
も
目
指
し
ま
ず
。

笠
井
木
材
株
式
会
社
様
、
お
忙

し
い
中
ご
対
応
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

昨
年
行
っ
た
協
会
の
活
動
に
つ

い
て
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

10
月
８
日
の
「
木
材
利
用
促
進

の
日
（
木
の
日
）
」
に
、
JR
浦
和

駅
前
の
商
業
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
」

に
お
い
て
、
木
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
土
曜

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
家
族
連
れ

が
多
く
、
買
い
物
の
合
間
に
立
ち

寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
広
場

の
設
置
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、
木

材
協
会
の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

「
木
の
良
さ
」
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

埼
玉
県
木
造
公
共
施
設
推
進
協

議
会
（
事
務
局
・
埼
玉
県
木
材
協

会
）
が
主
催
の
「
中
大
規
模
木
造

建
築

地
域
を
育
て
培
う
プ
ロ
養

成
講
座
」
を
、
６
月
か
ら
10
月
ま

で
全
５
回
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
県
市
町
村
職
員
を
は

じ
め
と
す
る
38
名
で
、
建
築
士
以

外
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

第
43
回
埼
玉
県
児
童
・
生
徒
木

工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
３
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
学
校
単
位
の
募
集

を
や
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
応
募
と

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
、
３
年

度
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
開
催

を
見
合
わ
せ
た
こ
と
か
ら
、
作
品

が
ど
の
く
ら
い
集
ま
る
の
か
と
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
県
内
各
地

か
ら
１
０
３
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
二
次
審
査
に

進
ん
だ
59
作
品
の
展
示
を
埼
玉
県

農
林
公
園
で
行
い
、
埼
玉
県
知
事

賞
２
点
、
埼
玉
県
教
育
長
賞
１
点
、

日
本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会
会

長
賞
１
点
、
埼
玉
県
木
材
協
会
会

長
賞
10
点
ほ
か
を
選
考
し
ま
し
た
。

ま
た
、
左
記
の
３
作
品
は
、
日

本
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会
主
催

の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
ま

し
た
。

第67号 木 協 だ よ り 令和5年1月27日

連載会
員
事
業
所
を
毎
号
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
連
載
５
回
目
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の

は
、
笠
井
木
材
株
式
会
社
で
す
。

人
・
家
・
街
の
し
あ
わ
せ
を
作
る
会
社

埼
玉
県
木
材
協
会

活

動

報

告

先
進
地
視
察
報
告

浪
江
町
・
福
島
高
度
集
成
材
製
造
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
）

令
和
４
年
度
彩
の
木
補
助
事
業
の

交
付
申
請
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。

彩
の
木
補
助
事
業
の
実
施
は
、
今

年
度
で
９
年
目
と
な
り
ま
す
。
会
員

の
み
な
さ
ま
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、

県
内
の
多
く
の
工
務
店
に
浸
透
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
を
大
き
く
受
け
た
令
和
３
年
度
と

同
様
に
、
今
年
度
も
残
念
な
が
ら
受

付
件
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
《
一
般
枠
》
《
子
育

て
世
帯
枠
》
《
梁
桁
枠
》
《
森
林
認

証
材
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
枠
》
の
４
つ
の
区

分
で
、
昨
年
６
月
１
日
か
ら
受
付
け

を
開
始
し
ま
し
た
。

６
月
は
70
件
を
超
え
る
申
請
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
毎
月
10
件

台
と
低
迷
し
、
１
月
25
日
現
在
の
申

請
状
況
は
、
下
記
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
特
徴
と
し
て
、
建
築

（
施
工
）
工
務
店
に
大
き
な
偏
り
が

あ
り
、
全
件
数
１
６
９
件
の
う
ち

１
０
９
件
が
５
社
で
占
め
ら
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
つ
ま
り
、
全
体
の
工

務
店
数
が
例
年
に
比
べ
て
少
な
く
、

今
年
度
の
新
規
工
務
店
数
も
例
年
の

半
分
の
９
社
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
産
木
材
を
利
用
し
て
い
る

建
築
（
施
工
）
工
務
店
等
に
積
極
的

に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
是
非
彩
の

木
補
助
事
業
を
ご
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
更
な
る
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
交
付
申
請
の
受
付
期
間
は
、

令
和
５
年
２
月
３
日
（
金
）
必
着
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
、

埼
玉
県
木
材
協
会

０
４
８
（
８
２
２
）
２
５
６
８

ま
で
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
遠

慮
な
く
ど
う
ぞ
！

１
月
25
日
現
在
の
状
況

《
一
般
枠
》

予
定
数

１
０
０
件
程
度

受
付
数

８
３
件

《
子
育
て
世
帯
枠
》
※
５
万
円
の
加
算
あ
り

予
定
数

７
０
件
程
度

受
付
数

３
８
件

《
梁
桁
枠
》
※
５
万
円
の
加
算
あ
り

予
定
数

２
０
件
程
度

受
付
数

４
６
件

《
森
林
認
証
材
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
枠
》
※
５
万
円
の

加
算
あ
り

予
定
数

１
０
件
程
度

受
付
数

２
件

【
合
計
】

予
定
数

２
０
０
件
程
度

受
付
数

１
６
９
件
（
昨
年
度
１
８
５
件
）

集成材製造工場

彩の木補助事業交付申請状況

木
の
日
イ
ベ
ン
ト

プ
ロ
養
成
講
座

木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

埼玉県知事賞（小学校の部）埼玉県知事賞（中学校の部）埼玉県教育長賞

行事予定

令和５年４月２８日（金）
一般社団法人埼玉県木材協会 理事会
場所：浦和コミュニティセンター（JR浦和駅）

令和５年５月１９日（金）
一般社団法人埼玉県木材協会 総会
場所：埼玉会館（JR浦和駅）


